
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この写真は、先日（６月３日）に行われた、第６３回

関市消防操法大会に出場された下有知分団のみな

さんです。消防団活動の詳細と消防団が抱える課題

については７頁をご覧ください。 
 

 

 

 

 

Ｐ２ 会長あいさつ 

Ｐ３ 平成３０年度委員紹介 

Ｐ４ 平成２９年度収支決算報告 

P５ 平成３０年度収支予算 

Ｐ６ 平成３０年度事業計画 

Ｐ７ 関市消防団下有知分団紹介 

Ｐ８ 出来事、お知らせ 

 



 

 

 
    会 長 あ い さ つ 
 

 5 月 13 日の「平成 30 年度しもうちふれあいまちづくり協議会総

会」で会長をお受けすることになりました平田でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 もともと力不足の私のこと、皆さんのご理解とご協力をお願い 

することで、目的である「安心して生きがいのある生活を営むことが

できる下有知づくり」の推進に努めていきたいと思っています。 

 ふれあいまちづくり協議会は、地域委員会として 2年前の平成 28 年 4 月よりスター

トし、地域住民に広くかかわる公共的な活動を行政及び地域内相互が連携して対応する

もので、安全安心で生きがいのある生活をするため、より魅力ある地域づくりを目的と

しています。 

 この 2年間には、区長会や自治連等の連携を深める取り組みや敬老会に多くの参加を

いただいたこと、玉入れのように新たに取り組んできたもの等がある一方、防災に対す

る対応や自治会未加入者が多くあること等課題も多く見えてきたところです。 

 本年は、このような状況を踏まえて事業を進めることになりますが、区長会がふれあ

いまちづくり協議会の内部組織になったことで、地区との関りも強くして行きたいと考

えています。 

 何はともあれ、活動にあたっては地区内の皆さんに十分なご理解をいただくことが不

可欠であります。そのために、ふれあいまちづくり協議会と地域との情報を相互につな

いでいきたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 

「しもうちふれあいまちづくり協議会」の平成３０年度総会及び各部会を 
５月１３日に開催しました。 

平成３０年度の委員が決まりました。 

会長：平田忠彦(前副会長)、副会長：野口正人(自治連下有知支部長)、平田益夫(区長会長) 

事務局長：平田幹司、その他の委員のみなさんは３頁をご覧ください。 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 



 

平成３０年度の「しもうちふれあいまちづくり協議会」の委員は次の皆さんです。 

区 
 

長 
 

会 

区長会長 平田益夫 
副会長 大澤慶一   纐纈明 書記 塚原茂雄 

会計 今宮俊朗       

区長会員 

塚原茂雄 1 区区長 平田尚 4 区副区長 平野清 8 区副区長 

太田豊明  〃 副区長 平田益夫 5 区区長 兼松廣司 9 区区長 

武藤康二       〃 今井邦夫  〃 副区長 新垣佑 10 区区長 

古田善泰 2 区区長 纐纈明 6 区区長 荒木初美  〃 副区長 

鈴木勝吉  〃 副区長 山田賢司  〃 副区長 上島康明       〃 

大澤慶一 3 区区長 今宮俊朗 ７区区長 大崎貴佳 11 区区長 

堀内定  〃 副区長 天野雅友  〃 副区長 長尾典高  〃 副区長 

三輪一夫 4 区区長 小林暁 8 区区長 栗田貴弘       〃 

総
務
・自
治 

部会長 大澤慶一 副部会長 平田尚    会計 大澤慶一 

部会員 

大澤慶一 区長会 天野雅友 区長会 

古田善泰  〃 平野清  〃 

新藤良太 自治連   荒木初美  〃   

平田利弘 前部会長   栗田貴弘  〃   

武藤康二 区長会   谷村圭子 推薦   

平田尚  〃   高橋正次  〃   

今井邦夫  〃   山田和伸 支援職員   

安
全
・安
心 

部会長 大崎貴佳 副部会長 長尾典高   会計 大崎貴佳 

部会員 

大崎貴佳 区長会 鈴木勝吉 区長会 

長尾典高  〃 服部直樹 交通安全協会   

石原照和 下有知消防団   松田広重 防災指導員   

藤山愛人  〃 山田臣宏 小学校 PTA     

村井峰男 前部会長   山下義之 中学校 PTA     

木戸口和敏 自治連   山田和伸 支援職員   

福
祉
・子
育
て 

部会長 大野憲博 副部会長 勝本典子   会計 中山恵美子 

部会員 

大野憲博 社協 山田あつ子 ハートフル   

小林暁 区長会 福井茂美 地域包括センター 

平野栄里子 福祉委員   藤川照子 母子会   

山口正二 前部会長   今井徹 ふれあいクラブ  

勝本典子 社協   大澤恵子 日赤奉仕団   

小川直子 自治連   中山恵美子 推薦   

三輪敬 民児協   田口旭 支援職員   

三輪寿美子 民児協     
 

  

生
活
・環
境 

部会長 三輪一夫 副部会長 小林徳彦   会計 山田淳 

部会員 

三輪一夫 区長会 大澤勝也 農事改良組合   

塚原茂雄  〃   松田勝彦 修徳会   

堀内定  〃     横山英俊 小学校 PTA     

小林徳彦 自治連   古田貴志 中学校 PTA     

池村勝也  〃   八木明佳 保育園保護者会  

平野善次  〃   三輪茂之 推薦   

奥田光治 前部会長   田口旭 支援職員   

山田淳 土木水利委員     
 

  

健
康
・ス
ポ
ー
ツ 

部会長 兼松廣司 副部会長 纐纈明   三輪幸博  会計 沼田一輝  

部会員 

兼松廣司 区長会 中村隆夫 体育委員   

篠田裕央 自治連 沼田一輝  〃     

纐纈明 スポーツ推進委員 尾口文良 スポーツクラブ   

小瀬木章  〃     池村昭浩  〃     

三輪幸博  〃     山藤寿  〃     

山田丈一 前部会長   酒井あき子 健康推進委員   

山下友成 小学校 PTA   上島康明 区長会   

梅村浩司 中学校 PTA 寺町まどか 公募   

近松知宏 体育委員   三輪裕章 支援職員   

文
化
・交
流 

部会長 山藤裕行 副部会長 古田龍治    会計 山藤裕行 

部会員 

山藤裕行 青少年育成協議会 加藤篤 前部会長   

高井靖 小学校 PTA 古田龍治 青少年育成協議会 

三輪晃司  〃     山藤優也 保育園保護者会 

山田陽子  〃     加門剛 自治連   

松田哲 中学校 PTA 新垣佑 区長会   

高井寿博  〃     太田豊明  〃     

安田とも子  〃     河村茂 支援職員   

財
務
・管
理 

部会長 今宮俊朗 副部会長 塚原明則   会計 平田幹司 

部会員 

今宮俊朗 区長会 平田幹司 事務局 

塚原明則 自治連 古田美佳  〃   

三輪節夫 社協   村井浩美  〃   

 



 

 

「しもうちふれあいまちづくり協議会」の平成２９年度収支決算を報告します。 
 
平成２９年度しもうちふれあいまちづくり協議会一般会計収支決算（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 
 

収入の部           単位：千円 

科   目 
予算額 決算額 増減 

備     考 
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ）－（Ａ） 

１ 事業収益 12,668 13,025 357   

（１） 一般事業 2,400 2,434 34       

  ① 推進費 1,800 1,774 -26 下有知区民（一世帯当たり 1,200 円）より 

  ② 推進協力金 600 661 61 事業主、アパート・マンション等の管理者より 

（２） 交付金事業 5,450 5,475 25       

  ① 地域委員会交付金 3,000 3,000 0 市民協働課より 

  ② 敬老会交付金 1,950 2,009 59 高齢福祉課より 

  ③ 参加費 200 67 -133 野球・ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会等の参加費 

   ④ 売上金 300 400 100 ふれあい祭り     

（３） 委託金事業 4,218 4,255 37   

  ① 指定管理料 3,561 3,561 0 生涯学習課より 

  ② 利用料 657 694 37 ふれあいセンター施設利用料 

（４） 夜間照明事業 600 861 261       

   使用料 600 861 261 ナイター使用料    

２ 事業外収益 417 1,078 661   

  雑収入 417 1,078 661 コピー・用紙代等 

３ 繰越金 1,588 1,588 0       

   前年度繰越金 1,588 1,588 0   

収入合計 14,673 15,691 1,018       

支出の部           単位：千円 

科   目 
予算額 決算額 増減 

備     考 
（C） （D） （D）－（C） 

１ 事業費用 13,080 11,477 -1,603   

（１） 管理費 7,453 5,844 -1,609   

  ① 賃金 3,666 2,622 -1,044 雇用・労災保険を含む 

  ② 通信費 100 68 -32 電話・葉書・切手代等 

  ③ 図書･研修費 70 15 -55 新聞代等     

  ④ 電気料 1,064 1,165 101 夜間照明を含む 

  ⑤ 水道料 46 36 -10   

  ⑥ ガス代 40 37 -3   

  ⑦ 修繕費 500 0 -500 夜間照明・グラウンド整備代等 

  ⑧ NHK・CATV受信料 128 128 0   

  ⑨ 保守点検料 310 300 -10 消防設備・自動ドア・空調設備の保守点検費用 

  ⑩ 保険料 126 128 2 公民館保険等 

  ⑪ 事務機借上料 594 601 7 コピー機リース代等 

  ⑫ 消耗品等 809 745 -64 トナー・インク・用紙等の事務用品等 

（２） 事業費 5,627 5,634 7       

  ① 財務・管理部会 610 631 21 会議費、山王山・長良川鉄道沿線整備費用等 

  ② 総務・自治部会 460 629 169 広報発行、ホームページ運用等の費用 

  ③ 安全・安心部会 130 114 -16 各区防災訓練助成金等 

  ④ 福祉・子育て部会 2,720 2,438 -282 敬老会、三世代ふれあい広場等の経費 

  ⑤ 生活・環境部会 70 66 -4 花代等 

  ⑥ 健康・スポーツ部会 540 516 -24 グラウンドゴルフ、玉入れ大会等の経費 

  ⑦ 文化・交流部会 970 1,143 173 ふれあい祭り、ふれあい文化祭等の経費 

  ⑧ 雑費 127 97 -30 祝儀、お礼等 

２ 事業外費用 1,593 1,351 -242   

（１） 助成金 1,180 1,181 1 区長会、自治連、社協等 

（２） 予備費 413 170 -243   

支出合計 14,673 12,828 -1,845   

※ 会長の承認により科目の予備費充用及び科目流用を認める。 

収入合計と支出合計の差額（１５，６９１千円－１２，８２８千円＝２，８６３千円）は、平成３０年度に引き継ぎます。 

 
 



 

 

「しもうちふれあいまちづくり協議会」の平成３０年度予算が決まりました。 
平成３０年度しもうちふれあいまちづくり協議会一般会計収支予算（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 
 

収入の部           単位：千円 

科   目 
本年度 前年度 増減 

備     考 
（Ａ） （Ｂ） （A）－（B） 

１ 事業収益 13,084 12,668 416   

（１） 一般事業 2,700 2,400 300       

  ① 推進費 1,700 1,800 -100 下有知区民（一世帯当たり 1,200 円）より 

  ② 推進協力金 1,000 600 400 事業主、アパート・マンション等の管理者より 

（２） 交付金事業 5,510 5,450 60       

  ① 地域委員会交付金 3,000 3,000 0 市民協働課より 

  ② 敬老会交付金 2,010 1,950 60 高齢福祉課より 

  ③ 参加費 200 200 0 野球・ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ・ｺﾞﾙﾌ大会等 

  ④ 売上金 300 300 0 ふれあい祭り     

（３） 委託金事業 4,224 4,218 6   

  ① 指定管理料 3,600 3,561 39 市民協働課より 

  ② 利用料 624 657 -33 ふれあいセンター施設利用料 

（４） 夜間照明事業 650 600 50       

   使用料 650 600 50 ナイター使用料     

２ 事業外収益 454 417 37   

  雑収入 454 417 37 コピー・用紙代等 

３ 繰越金 4,670 1,588 3,082       

   前年度繰越金 2,863 1,588 1,275   

  引継金 1,807 0 1,807 区長会より 
 

  

収入合計 18,208 14,673 3,535       

支出の部           単位：千円 

科   目 
本年度 前年度 増減 

備     考 
（D） （E） （D）－（E） 

１ 事業費用 16,267 13,080 3,187   

（１） 管理費 8,689 7,453 1,236   

  ① 賃金 4,259 3,666 593 雇用・労災保険を含む 

  ② 通信費 80 100 -20 電話・葉書・切手代等 

  ③ 図書･研修費 50 70 -20 新聞代等     

  ④ 電気料 1,150 1,064 86 夜間照明を含む 

  ⑤ 水道料 40 46 -6   

  ⑥ ガス代 40 40 0   

  ⑦ 修繕費 1,100 500 600 夜間照明・グラウンド整備代等 

  ⑧ NHK・CATV受信料 131 128 3   

  ⑨ 保守点検料 310 310 0 消防設備・自動ドア・空調設備の保守点検費用 

  ⑩ 保険料 138 126 12 公民館保険等 

  ⑪ 事務機借上料 591 594 -3 コピー機リース代等 

  ⑫ 消耗品等 800 809 -9 トナー・インク・用紙等の事務用品等 

（２） 事業費 7,578 5,627 1,951       

  ① 区長会 1,000 0 1,000 各区への助成金、市要望への対応等 

  ② 総務・自治部会 560 460 100 広報発行、ホームページ運用等の費用 

  ③ 安全・安心部会 298 130 168 防災訓練助成金、交通安全看板の設置費用等 

  ④ 福祉・子育て部会 2,780 2,720 60 敬老会、三世代ふれあい広場等の経費 

  ⑤ 生活・環境部会 220 70 150 花壇新設等の助成 

  ⑥ 健康・スポーツ部会 740 540 200 グラウンドゴルフ、玉入れ大会等の経費 

  ⑦ 文化・交流部会 1,270 970 300 ふれあい祭り、ふれあい文化祭等の経費 

  ⑧ 財務・管理部会 610 610 0 会議費、山王山・長良川鉄道沿線整備費用等 

  ⑨ 雑費 100 127 -27 祝儀、お礼等 

２ 事業外費用 1,941 1,593 348   

（１） 助成金 1,500 1,180 320 自治連、社協、青少年育成協等 

（２） 予備費 441 413 28   

支出合計 18,208 14,673 3,535   

※会長の承認により予備費充用及び科目流用を認める。 

 



 

 

平成３０年度の事業計画です。皆さんといっしょに次の事業に取り組みます。 
１．部会事業 

月 財務・管理 総務・自治 安全・安心 福祉・子育て 生活・環境 健康・スポーツ 文化・交流 

 ４        

 ５ 
総会    クリーン 

アップ 
野球大会  

 ６ 

 広報発行    ・グラウンドゴ
ルフ大会 
・ゴルフ大会 

ふれあい 
ウオーキング 

 ７ 
市長と語る会   三世代ふれ

あい広場  
親子クッキング  

 ８ 
      ふれあい 

まつり 

 ９  広報発行      

１０ 
   敬老会   ふれあい 

文化祭 

１１ 
    クリーン 

アップ 
・玉入れ大会 
・体力スポーツ
テスト 

 

１２        

 １  広報発行      

 ２     野焼き   

 ３      ボウリング大会  

その

他の

事業 

・企画運営委
員会(毎月) 

・ふれあいセ
ンター維持
管理 

・自治組織
体制整備 

・自治会加
入促進 

・情報提供 

・防災訓練
支援 

・交通安全
運動支援 

・高齢者支援 
・子育て支援 
・「ちびっこ遊
びの広場」
を毎月開催 

・花壇新設の
助成 

 青少年育成
協議会との 
連携事業 

２．区長会事業 

①各区の活動に対する助成  ②地域の要望の取り纏め及び関市への要請 

③下有知保育園に関すること ④企業誘致、地域の開発に関すること 

３．部会外事業として山王山登山道整備と長良川鉄道沿線草刈りを実施します。 
 

平成３０年７月以降の開催日が決定している行事予定 
 

次の行事の開催日が決定しています。大勢の皆さんの参加をお待ちしています。 

なお、各行事の詳細は別途チラシ・ホームページ等でご案内いたします。 
 

行事 開催日 場所 

三世代ふれあい広場 ７月 ７日(土) 下有知中学校体育館 

ふれあいまつり ８月 ４日(土) 下有知ふれあいセンター 

敬老会 １０月 ８日(月・祭日) みの観光ホテル 

ふれあい文化祭 １０月２７・２８日(土・日) 下有知ふれあいセンター 

区民玉入れ大会 １１月 ４日(日) 下有知中学校体育館２F 

区民体力スポーツテスト １１月 ４日(日) 下有知中学校体育館１F 

区民ボウリング大会 ３月１１日(日) 関ボウリングセンター 

 



 

関市消防団下有知分団の紹介  
消防団は、しもうちふれあいまちづくり協議会の基本施策である「安全で安心なまちづくり」

に無くてはならない組織です。 

地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わず、住民の生命と財産を

守る活動に取り組んでいただいています。 

消防団活動を継続するためには団員の確保が必要です。入団を希望される方は下有知

ふれあいセンターにご連絡下さい。ご協力をお願いいたします。 
 

関市消防団 下有知分団について  
日頃は、消防団活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 本年度から 関市消防団 下有知分団の分団長を務めることになりました横山英俊と申します。 

 本年度の下有知分団は、山王班１４人、長保寺班１１人、中組班１８人、今宮班１５人、東志摩班９

人で編成しており、その他分団長１人、副分団長６人で、総勢７４人で日々の活動を行うことになりま

す。 

 消防団の活動と言えば、消防操法大会訓練と年末夜警が大きな行事でありますが、消防団員や

その家族にとってもこの二つの行事への負担が大きいことも理解しております。６月３日に開催され

ました「第６３回関市消防操法大会」においては、残念ながら良い成績を収めることはできませんで

したが、この大会に向けては４月からの約２か月間、各団員は仕事を持ちながらその仕事が終わっ

てからの夜間の訓練活動となり、体が疲れているにも関わらず、消火設備等の操法方法を体に叩き

込むため、大会に向けた訓練を行って大会に臨みました。結果云々よりも、長期間わたって協力し

てくれた団員をはじめそのご家族や地域住民の皆様に感謝申し上げます。また、例年訓練会場とし

て職員駐車場をお貸しいただいている株式会社トーヨーキッチンスタイル様にも感謝申し上げます。 

 消防団が抱える課題としての一番目は、やはり団員の確保になります。下有知区会や自治会、団

員の皆様のご協力をいただきながら団員数７５人前後を確保しているのが現状であり、５年前に行

った下有知内の班編成後に新しく選出いただいている自治会等もありますが、消防団活動や団員

確保においては無理が生じるようになってきています。日中に仕事を持っている団員であるため、

かつ勤務先も関市内とは限らず、災害や緊急時においてはすぐに活動することが難しい者もいま

す。さらには、休日が不定期であったり、夜勤がある仕事の者もいます。比較してはいけないかもし

れませんが、人口が1,000～2,000人の地域ではなく、市内においても指折りの地域住民が増加し

ている下有知地域であるため、分団の団員数を減らすことなく、維持していくべきであると考えてお

ります。 

 消防団活動のイメージは良いものではなく、消防団活動に自分の時間がとられ、職場に無理を言

って休暇を取って活動に参加することもありますが、入団する前には「やりたくない」と嫌々であった

ものが、退団するときには「消防をやってよかった」「地域のための活動ができてよかった」と言う団

員が７～８割いると聞いております。決して楽しい活動でないものの、下有知地域には無くてはなら

ない、地域住民の生命と財産、身体を守る活動であるため、今後とも地域の皆様のご理解とご協力

いただきながら、消防団活動を通じて地域に貢献していきたいと考えております。 

 

関市消防団下有知分団 

分団長 横 山 英 俊 

 

   表紙写真の操法大会に出場された選手のみなさん （敬称略） 

       指揮者  長保寺班 大澤 靖史    １番員  今宮班 澤村 徳宏 

       ２番員   中組班  尾口 純一    ３番員  山王班 石井 亮爹 

       吸管補助 東志摩班 三輪 徳良 

下有知地域の防災指導員紹介 
地域の防災リーダーとして市から任命された防災指導員は次の２名です。 （敬称略） 

・澤村 和成(１１区)   ・松田 広重(５区)  



 

下有知地域での出来事 
珍 客 現 る 

去る６月１４日夕方、曽代用水事務所前の用水本線に鴨の親子

が現れました。どこから来たのかは不明ですが、親が５羽の子供を

従え、泳いでいました。 

この場所は、除塵機があるため、行き止まりになっており、困った

様子で行き来していたため、ゲートを開き下流へ流してやりました。 

元気で大きくなって、再び現れることを願っています。 
 

 

お知らせ 

スポーツ推進委員のみなさんを紹介します （敬称略） 
・纐纈  明(６区) ・小瀬木 章(２区) ・三輪 幸博(４区) ・村井 峰男(２区) 

ふれあいセンター事務員増員のお知らせ 

下有知ふれあいセンターの事務員が増員いたしました。 

新事務員紹介 
  
  本年４月よりふれあいセンターにお世話になっています『山口正二』と申

します。 

ふれあいセンターには、区会や社会福祉協議会に関わっている頃からお世話

になり、今回直接携わることになりました。よろしくお願いいたします。 

 ふれあいセンターは元々生涯学習の場であり、地域の皆さんが文化活動等

いろいろな活動を通じてコミュニケーションを図っていくための場であり

ましたが、現在は地域創りの活動の拠点としての機能も有しており、多種多

様な活動の場として下有知にはなくてならない施設となっています。 

 そんな大切な施設の維持管理や諸事務を司る仕事をさせていただき、身の引き締まる思いでお

ります。 

 少しでも利用者の皆様のお手伝いができるよう頑張っていきたいと思っていますのでよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


